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社会福祉法人 吉田学園福祉会

平成３０年度事業報告書

１．施設運営

法人設立日 ‘05(H17).7.29

２．保育方針・目標

○ 基本方針

・新しい保育知識と技術を基に、保育を通じて地域貢献するこれからの保育園を目指す。

○ 保育目標

・心身ともに健やかで力強さのある子ども・情緒が安定している子ども

・身近な人や物ごとに気づいたり関心を向けられる子ども

・見て、聞いて、考えて行動しようとする子ども

○保育の具体的方針

・健康に気を配り、毎日が楽しく過ごせる保育を行う。

・安全管理を怠らず、伸び伸びと遊べる保育を行う。

・日常生活に必要な習慣の基礎を培う保育を行う。

・子どもたちの活動を通して、豊かな感性を培う保育を行う。

３．保育の内容

(1)．保育時間

保育標準時間 7:00 ～ 18:00 保育短時間 8:30 ～ 16:30

時間外保育 18:00 ～ 19:00

(2)．受託区分

乳幼児併設 （生後 57 日～就学前）

(3)．園児の健康管理

園児健診 乳児 年 4回

幼児 年 2回

歯科検診 年 1回

身体測定 毎月１回(身長､体重)

(4).食育

献立表の掲示と給食の実物展示

(5)．保育活動のその他特徴

ア．学園グループの総合力の活用

北海道スポーツ専門学校講師による体育教室、プール授業

歯科衛生学科講師による歯磨き講習、視能訓練学科講師による眼科チェック

救急救命学科講師によるＡＥＤ講習及び救急車(実習車)を３園に配車(園児見学用)

医療系・福祉系の実習生受入れにより違った視点を認識(受入 6学科 実数 516/延 1269 名 )

イ．その他 ＊H29 年度 実数 407/延 830 名

地域の中学生他 職業体験(14 名)、サツカー協会職員による出前サッカー教室等の実施

地域社会(児童会館等)との連携、地域行事への園児参加、近隣小学校との交流

乳幼児突然死症候群(ＳＩＤＳ)対策用午睡チェックセンサー設置(作業中)

４．実施した行事

別 紙

５．職員の処遇

(1)．職員構成

園長、(主任)保育士、 看護師、栄養士、調理員(調理師)､事務員、用務員､嘱託医

(2)．研修計画

職場内研修の多面的な実施、職員外部研修への積極参加

園単独研修のほか、法人としての合同職員研修(全体・年令別・栄養士ほか)の実施

(3)．退職・福利厚生

北海道社会福祉協議会職員共済会 加入

６．施設の運営

(1)．安全管理

・避難訓練・消火訓練 毎月

・不審者対策・訓練 年 1～２回

・設備点検 毎月

防災設備の点検委託 年２回（内、届け出１回）

・美装(園内外) 年 2回

・ヒヤリハット 記録を励行、検証して今後の対策に生かしている。＊件数は下記に記載

(2)．苦情処理

・第 3者委員会 設置

弁護士 1名 民生委員 3名

・ご意見・ご要望件数 毎月 園便りで公表 (Ｈ30 年度 件数)

｢さくら｣ ０件 ｢くりの木｣０件 ｢やしの木｣３件 上段 ご意見・ご要望

〃 ０件 〃 ８件 〃 １０件 下段 ヒヤリハット(完)


